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三朝の言葉で伝える
　「旅館で三朝の昔話を話してみない？」朗読教室
に通っていた私に、旅館の女将さんが声を掛けてく
ださったことがきっかけで「みささ語り部の会」を
設立しました。設立後、朗読インスラクターの資格
を取得し、元演劇部、読み聞かせ経験者等のメンバー
で活動中です。
　人から人に語り継がれることが少なくなっている
ふるさとの昔話を掘り起こし、分かりやすい言葉で
方言を交えながら語り継いでいくことを目的として
います。
　活動内容は、年１回の「ふるさと昔ばなし」公演、
地域へ出向いての朗読会、また会員が個々に小学校
での読み聞かせをしています。
　全国に似たような話が伝わっていますが、三朝町
ではどのように伝えられてきたのかということを大
事にしています。そしてふるさとの良さ、人の優し
さ、醜さ、自然との向き合い方等、小学生にも分か
りやすく語っていけたらいいなと思います。

人から人に広がり続ける
　設立して間もない頃は、お客様も５人程度でした
が、回を重ねるごとに増え、「今年はいつ開催する
のか」「面白い話だった」「村の話を聞いてみたかっ
た」と声をかけていただくようになりました。また、
悪天候の中「楽しみにしていたから」と来ていただ
けたこともありました。
　コロナ禍で公演ができない年もありましたが、「ふ
るさと昔ばなし」公演を 14 回開催することができ
たのは、楽しみにしてくださっているお客様と三朝
町内外の多くの方のご支援があってこそです。そし
て今年の２月、皆さまのおかげで、「日本海新聞ふ
るさと大賞 2022」地域貢献賞を受賞することがで

きました。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　これからも、埋もれている昔話を掘り起こし、ふ
るさとっていいなと思ってもらえる公演を続けてい
きたいです。

　現在 11 月の公演に向けて練習真っ只中です。必
要に応じて朗読指導、脚本の添削を専門家にお願い
していますが、素人同然のメンバーで、「ふるさと
みささ」を大切にしたいという思いを胸に、一から
作り上げた公演です。ぜひご来場ください。
　ゆったりとした雰囲気の中で、「えっそんな話が
あったの ?!」と驚きと懐かしさを、感じていただ
ければと思っています。
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